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一1濯百鳳1一
放置日転車はやめましょう
10月22日～31日はクリーンキャンペーン

3 

市からのお知らせ・・ ··4•5

国民年金の仕組み••••••5 

秋の緑化月闘．．．．．．．．
菊花展なと＼ヽ ろいろな催し物を開催

8 

情報公闘制麿の見直しを書議会が詈申

日野市では昭和 62年に情報公開制度を実施しました。以来、

市の情報を提供・公開し、行政の透明性の向上と市民の行政

への参画を進めてきました。しかし、制度発足後 10年以上経

過し、時代の要請に適した方向での見直しが必要と判断。昨

年 8月に、日野市情報公開・個人情報保護運営審議会に諮問

しました。そして、 9月 27日に条例見直しについての答申が

出されました。今号では答申の主な内容をこ紹介します。

（総務部庶務課） ▲答申を市長に提出する今村審議会会長（右）

■答
申
内
容
と
改
正
作
業
に
つ
い
て
説

明
会
を
開
催

よ
り
よ
い
制
度
と
す
る
た
め
、
答
申

の
内
容
と
今
後
の
改
正
作
業
の
予
定
に

つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
1
0
月
28
日
⑪
午
後
1
時
30
分

5
3時
30
分

▽
会
場
11
市
役
所
5
階

504
会
議
室

■皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

’> 答
申
や
条
例
見
直
し
に
つ
い
て
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
先
1
1
1
0
月
31
日
因
ま
で
に
郵

送、

F
A
X
、
E
メ
ー
ル
で
、
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■答
申
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
図
書

館
で
公
開

答
申
の
全
文
は
市
政
図
書
室
・
市
内

各
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

(http:
/＼
w
w
w
.h
i
n
o

c
a
t
v
.n
e
.j
p＼
ー

h
i
n
o
c
i
t
y
¥
）
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
は
市
民
の
皆
さ
ん
に

市
政
に
関
す
る
情
報
を
公
開
し
て
、
知

る
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

市
の
情
報
公
開
制
度
は
、
昭
和
62
年

に
日
野
市
情
報
公
開
条
例
（
「
知
る
権

利
」
を
明
記
）
の
施
行
に
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
制
度
開
始
以
来
の
請
求

件
数
は

200
件
を
超
え
ま
し
た
。

今
年
4
月
に
国
の
情
報
公
開
法
が
施

行
さ
れ
、
ま
た
、
日
野
い
い
プ
ラ
ン

2

0
1
0
の
策
定
を
契
機
に
、
市
で
は
条

例
の
全
面
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

し
、
昨
年
8
月
に
は
市
長
の
諮
問
機
関

で
あ
る
日
野
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
運
営
審
議
会
（
現
在
の
委
員
9
人
、

う
ち
3
人
が
公
募
委
員
）
に
諮
問
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
審
議
会
で
情
報
公
開

制
度
を
ど
の
よ
う
に
改
め
る
べ
き
か
審

議
が
進
め
ら
れ
、
今
回
、

9
月
27
日
付

け
で
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
（
概
要
は

2
面
掲
載
）
。

市
で
は
、
こ
の
答
申
を
尊
重
し
な
が

ら
本
年
度
中
に
条
例
改
正
を
行
い
、
参

画
と
協
働
に
よ
る
公
正
で
透
明
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
市
と
市
民
の
情
報

共
有
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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•
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•
•
•
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•
•
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•
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こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
市
は
よ
り
一

層
の
行
政
の
透
明
化
と
情
報
の
共
有
化

を
目
指
し
、
新
条
例
を
中
心
と
し
て
時

代
の
要
請
に
も
応
え
る
総
合
的
な
情
報

公
開
を
推
進
す
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

「
行
政
と
住
民
の

情
輻
共
有
が
前
提
」

日
野
い
し
プ
ラ
ン

2
0
1
0
は

そ

の
策
定
過
程
に
お
い
て
職
員
と
住
民
に

よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
編
成
と
い

う
方
式
を
採
用
し
て
注
目
を
集
め
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
参
画
と
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
行
政
と
住
民
に
よ

る
情
報
の
共
有
が
前
提
と
な
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
8
月
に
市
長
か
ら
諮
問
を
い
た

だ
き
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
度
答
申
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
の
日
野
市
に
お
け
る

情
報
公
開
の
方
向
性
を
示
す
も
の
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

る
今
村
都
南
雄
（
い
ま
む
ら
つ
な
お
）
氏
~

一
日
野
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
一

面
護
運
営
審
議
会
会
長
中
央
大
一

一
学
法
学
部
教
授
旭
が
丘
在
住
一

r

L

 

ー
ご
意
見
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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10
月

28"に
巾
役
所
で

笞
巾
の
内
官
を
謁
明
し
ま
す
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■市の情親を知りたい時は・・・
皆さんが市の情報を入手するには次のような方法があります。

① 1 市政図書室•市のホームページ］
市政に関する資料、統計等の閲覧

②|市民相談窓口I⇒ 担当課 ⇒ 情報提供
どこの課の業務かわかれば直接担当課へ相談を

③I情報公開窓口1..し竺問□竺
情報公開条例

l ⇒決定―亡公開・部分公開 ⇒閲覧写しの交付
原則2週間 引三ノ公開 ▲情報公開窓口（市役所1階）

■答申の概要

市民の「知る権利」の保障を定めた現在の条例の目的規定に、市民への「説明する責務」

を追加して明記すべきです。

在の条例では、公開請求の対象となる文書の範囲を一定の決裁手続きを経たものに

限定していますが、これを組織共用文書（注2)にまで広げるべきです。

までの「磁気テープその他これに類するもの」の表現を、今後のIT化に対応できるよう、
コンピュータ情報などをすべて含めた「電磁的記録」に改めるべきです。

現在の条例では、公開請求の対象となる機関を「行政組織」と呼んでいますが、一般に「行

政組織」といった場合には議会を含まないので、ここで使うには適当ではありません。端的

に「実施機関」とすべきです。

•原則公開を基本とする制度であることが明確になる規定形式とすべきです。
・実施機関が法律上従う義務を有すると判断した国等の機関からの指示により、公にする

ことができないと認められる情報を法令秘情報の対象として追加すべきです。

・公務員の個人情報の取り扱いに関する規定を新設すべきです。

・審議、検討、協議に関する情報や事務事業に関する情報で非公開とするものを限定的、

具体的に規定すべきです。

市から出資などの財政援助や人的援助を受けている団体で、一定の範囲のものを「出

資等団体」とし、その団体自らが情報公開制度を整備すべき旨の規定を設けるべきです。

また、市はこれらの団体の情報公開が促進されるよう努めるとともに、不服の申し出ができ

るよう必要な措置を講ずるべきです。

情報公開施策の総合的推進に努める旨の規定を置くことにより、インターネットの活用など

情報化時代にふさわしい情報公開制度のあり方を検討すべきです。

実施機関が説明する責務を果たすよう、（全部・一部）非公開の決定、不存在の決定、存

否応答拒否の決定を行うときは、請求者に対し十分な理由を明記することを定めた規定

を設けるべきです。

磁的記録の公開方法は、情報化の進展状況等を勘案し、市の規則に委ねるべきです。

聴覚障害者等に最大限の配慮をすべきです。

行政情報の検索資料作成も含めた文書・情報管理に関する実施機関の責務規定を新

設すべきです。

公開請求された情報が実施機関に存在しない場合の決定を処分として位置付け、理由

の提示、不服申立て（注4)の対象となることを規定すべきです。

第三者的機関としての中立性と審査の公平性を確保するため、審査会の調査権限と審

壺手続きを条例に規定すべきです。

請求者や市などを除く第三者の情報を含む情報を公開する場合の、第三者に対する保
•,,'I 護手続き（意見書提出の機会の保障など）の規定を新設すべきです。

非公開とすべき情報を、公益上の理由により公開することができる規定を設けるかどうか

は、その意義と問題点を具体的状況に照らして検討し、市において判断すべきです。

否応答拒否の規定を新設し、処分として位置付けるとともに理由の提示、不服申立て

の対象となることを規定すべきです。

=1仁口 vェμ)I・存否応答拒否の決定をしたときは、審議会への報告を義務付けるべきです。

【用語の説明】
●情報公開（制度） ＝行政

機関等が持つ情報を知るこ

とができるように制度的に

保障し、行政機関等に公開

の義務付けを行う制度。広

い意味では、窓口や市政図

書室における情報提供も含

む

●日野市情報公開・個人情

報保護運営審議会＝情報公

開・個人情報保護両制度の

運営や市の電算組織の管理

運営に関する重要事項、ま

た市内部での個人情報の取

り扱いについて諮問を受け

審議答申する機関

（注 1)説明責任（アカウン

タビリティー） ＝行政は、

その意思決定過程や理由に

ついて住民に対し説明義務

があるとする考え方で、情

報公開や不服審査、オンプ

ズマン等の制度の基盤とな

る考え方

（注 2)組織共用文書＝作成

または取得に関与した職員

個人の段階のものではな

く、組織が業務上必要なも

のとして利用、保存してい

る文書

（注 3)実施襖関＝情報公開

制度を実施する機関

(5主4)不服申立て＝情報公

開請求に対する非公開決定

のような行政処分や公権力

の行使に対して不服のある

者が、その行政処分等の取

り消しや変更などを、法律

の手続きにより求めるこ

と。一般的な法律として行

政不服審査法がある

（注 5)日野市情報公開・個

人情報保護審査会＝情報公

開請求や自己情報開示請求

に関する不服申立てを審査

する機関

（注 6)存否応答拒否＝公開

請求に対する非公開決定

は、対象となる文書の存在

を前提としているので、例

えば特定個人の病歴情報を

公開請求された場合、非公

開と決定しただけで当該個

人の病歴の存在が明らかに

なる。このような場合に情

報の存否を明らかにしない

で請求を拒否すること

J
 

※表中の（注）は（用語の説明）にあります

一 支えあい助けあうまち8野のまち R
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1 あなたの自転車は、みんなの迷惑になっていませんか？ I 

国ります！
自
転
車
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
楽
し
め
る
便
利
な
乗
り

物
で
す
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
公
共

の
場
所
に
自
転
車
が
大
量
に
放
置

さ
れ
て
い
る
状
況
は
、
近
年
変
わ

ら
ぬ
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

云
ち
ょ
っ
と
だ
け
ク
と
い
う
気
持
ち

で
道
路
に
置
か
れ
た
自
転
車
が
次

の
よ
う
な
迷
惑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ー`、

自 転旱直t言云'J知らんぷ'J
街 願ら歩近家ん共しルど
を皆い注くい族も通なのを自
つさし意‘人や‘のい向放転
くんます放は地放認・上置車
りで町る置自域置識放もしや
‘ なす転で自が置必て原
き どる車話転必さ要し動
の人等し車要せでま機

。い こをを合算でなすう付
で 協見使いにすいが人自
安 力掛用‘つ゜と‘の転
全 をけせ駅い皆い放モ車
な おたすにてさう置ラ

~' 

．
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▲諏去作業後、すっきりした歩道

駅周辺自転車等駐輪場 I 

●
南
平
駅

/
 ダ

： 
,

1

 

ー

・

●
百
草
園
駅至
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅

- 閂胃璽町罰rl.. 

●
高
幡
不
動
駅

1,
.,• 

●
平
山
城
址
公
園
駅

●
甲
州
街
道
駅至

万
顧
寺
駅

駐
輔
場
を
案
内
し
ま
す

市
内
の
駅
周
辺
に
は
、
駐
輪
場
が
案

内
図
の
と
お
り
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
満
車
の
た
め
予
定
し
て
い
た
駐

輪
場
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、
他
の

駐
輪
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
の
駐
輪
場
は
、
自
転
車
・

原
動
機
付
自
転
車
(50cc
未
満
）
用
で
す

の
で
、
大
き
い
バ
イ
ク
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

放
置
自
転
車
等
は
撤
去
し
ま
す

自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
（
駅
周
辺

半
径

300
区
く
ら
い
）
に
放
置
さ
れ
た
自

転
車
等
は
、
保
管
場
所
（
案
内
図
参
照
）

に
撤
去
し
ま
す
。
撤
去
さ
れ
た
自
転
車

等
の
引
き
取
り
の
際
に
は
、
次
の
と
お

り
撤
去
料
を
徴
収
し
ま
す
。

な
お
、
引
き
取
り
の
な
い
自
転
車
等

は
、
2
カ
月
間
保
管
し
た
後
に
処
理
し

ま
す
。

・

▽
撤
去
料
11
自
転
車
…

2
千
円
／
原
動

機
付
自
転
車
…
3
千
円

以
上
▽
問
合
せ
先
11
管
理
課
交
通
安

全
係

●
程
久
保
駅

こ

•I 

.

,

 1
9

 

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
等
は
、

保
管
場
所
で
お
渡
し
し
ま
す

受
付
時
間
…
月
曜

S
土
曜
日
の
午
前
9

時
S
正
午
、
午
後
1
時
S
4時
※
祝
日

と
12月
29日
S
1
月
3
日
を
除
く

ー i ●
日
野
駅

.時駐輪珊 京王纏

R
 

ともに手をとり うるおいのあるまちに 一一
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職
業
に
よ
っ
て
次
の

3
種
類
に
分

必
す
加
入
す
る
の
で
す
か
っ
・

みんなで支えあう
ド
メ
ン
ス
動
計
ー
募
集
日
野
い
い
プ
ラ
ン

2
0
1
0

（第

4
次
日
野
市
基
本
構
想

・
基
本
計

画
）
の

5
つ
目
の
市
民
行
動
計
画
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
発
足
し
ま

す。
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
様
々
な
暴

カ
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク

・
バ
イ
オ
レ

ン
ス

II
D
V
)
を
防
止
す
る
た
め
皆

さ
ん
と
協
働
で
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

▽
活
動
期
間

1111
月
S
来
年
3
月
の

月
1
S

2
回
程
度

▽
定
員
11
10
人
程
度

▽
発
足
会
1111
月
11
日
⑮
午
後
1
時

一土・
保
育

■七
小
学
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

今
日
か
ら
、
七
小
の
敷
地
内
に
七

小
学
章
ク
ラ
プ
を
開
設
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
し
ん
め
い
児
童
館

内
の
旧
七
小
学
童
ク
ラ
プ
は
、
し
ん

め
い
学
童
ク
ラ
プ
と
改
称
し
ま
す
。

＞
七
小
学
童
ク
ラ
プ
•
]
神
明

3

の
2

(6
582
.
2
8
2
0
)
 

▽
し
ん
め
い
学
童
ク
ラ
ブ
・・
神
明
3

の
10
の
4
(
6
583
.
0
2
5
4
)

▽
問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
児
童
係

■平
成
14
年
度
就
学
時
健
康
診
断

来
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ
れ

る
お
子
さ
ん
（
平
成
7
年
4
月

2
B

5
平
成
8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
の

健
康
診
断
を
今
月
中
旬
か
ら
行
い

ま

す
。
対
象
者
の
保
護
者
に
、
通
知
苔

を
お
送
り
し
ま
し
た
。
届
い
て
い
な

い
場
合
は
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
指
定
日
時
に
都
合
の
悪
い

方
は
、

他
の
学
校
や
整
理
日
で
も
受

診
で
き
ま
す
の
で
お
早
目
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
学
務
課

■平
成
14
年
度
私
立
幼
稚
園
の
入
園

児
を
募
集

市
内
の
公
認
私
立
幼
稚
園
（
別
表

参
照
）
で
は
、
来
年
度
の

3
歳
児
・

4
歳
児
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。
詳

し
く
は
各
幼
稚
園
に
問
い
合
わ
せ

を。▽
願
書
の
配
布

・
受
付

11
各
幼
稚
園

t
 

新
病
院
の
建
設
は
、
ほ
ぼ
予
定

通
り
進
行
し
て
い
ま
す
。
来
年

2

月
末
こ
ろ
完
成
、
そ
の
後

3
カ
月

を
準
備
期
間
と
し
、

6
月
初
め
に

移
転

・
開
業
の
予
定
で
す
。

新
病
院
で
は
、

小
児
科
を
含
む

各
科
の
一
次
、
二
次
救
急
医
療
、

急
性
期
医
療
全
般
に
力
を
注
ぐ
こ

い

国
民
年
金
は
、

20
歳
以
上
6
0
歳
未

満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
て
、
一

人
ひ
と
り
が
老
後
に
共
通
し
た
年
金

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
国
が
運
営
し
て

い
る
重
要
な
社
会
保
障
制
度
で
す
。

「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」
に
よ

っ
て
成
り
立
ち
、
高
齢
や
障
害
な
ど

の
際
に
、
生
活
の
安
定
を
維
持
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
国
民
年
金
の
基
本
的

な
仕
組
み
や
手
続
き
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
日
本
に
住
む
20

歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

加
入
手
続
き
を
し
な
い
と
、
年
金

を
受
け
る
の
に
最
低
必
要
な
資
格
期

問

(25
年
）
を
満
た
せ
な
い
た
め
、

年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
り
、
障

害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
な
ど

不
都
合
が
生
じ
ま
す
。

国
民
年
の
糠
慄
険
者
は
っ
・

30
分
1

4
時
に
市
役
所

4
階
片
議
室

で芝
申
込
み

1111
月
2
日
画
ま
で
に
ハ

ガ
キ
、

F
A
X
、
E
メ
ー
ル
で
。
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
「

D
V
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
希
望
」
と
記
入
し
、

〒

191
|
8
6
8
6
日
野
市
役
所
企
画
調

整
課
（
四
5
8
1
.
2
5
1
6
/
E
メ
ー
ル

hinocit
y

@

 m
ai
l.h
in
o
c
a
tv
.n
e
.j
p
)
 

百
草
.
駅
北
地
区
の
字
区
域

を
変
更
・
蜻
壽
を
聾
遷

10
月
27
日

3
か
ら
、
区
画
整
理
事

業
の
完
了
に
伴
い
、
落
川
・

三
沢

一

部
地
域
の
字
区
域
を
変
更
し
、

地
番

整
理
を
行
い
ま
す
。
対
象
の
お
宅
に

は
、
新
旧
地
番
対
照
図
、
住
所
変
更

通
知
用
ハ
ガ
キ
、
地
番
変
更
予
定
通

で
10
月
15
日
⑤
か
ら
配
布
、

11
月
1

日
困
か
ら
受
け
付
け
（
日
野
市
私
立

幼
稚
園
協
会
）

認 12
い 園 ● ●公認私立幼稚園一覧

多
可月亭
保 1 平
育日 地
園‘
が多 ， 区
開摩 認
園平 可
し 地 保
ま区 育
すに 園
°新 が
入し 開

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外
来
は
原

則
的
に
予
約
診
療
（
再
来
）
と
し
、

紹
介
状
持
参
の
患
者
さ
ん
に
は
優

先
診
療
や
初
診
予
約
も
実
施
す
る

予
定
で
す
。

新
し
い
高
度
先
進
医
療
機
器
も

い
く
つ
か
導
入
さ
れ
ま
す
が
、
放

射
件
物
質
を
使
っ
て
の
診
断
や
治

療
の
設
備
に
つ
い
て
は
将
来
計
画

の
一
部
と
し
て
考
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
（
市
立
総
合
病
院
）

け
ら
れ
ま
す
。

①
第
1
号
被
保
険
者

自
営
業
、
農
業
、
学
生
、
勤
め
て

い
て
も
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
方
な
ど
。

自
分
で
手
続
き
を
し
て
、
自
分
で

保
険
料
を
納
め
ま
す
。

②
第
2
号
被
保
険
者

会
社
員
、
公
務
員
な
ど
（
職
場
で

厚
生
年
金
か
共
済
組
合
に
加
入
）
。

手
続
き
と
保
険
料
の
納
付
は
本
人

に
代
わ
っ

て
事
業
主
が
行
い
ま
す
。

③
第
3
号
被
保
険
者

会
社
員
、
公
務
員
な
ど
の
方
（
第

2
号
被
保
険
者
）
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
妻
ま
た
は
夫
。

保
険
料
は
配
偶
者
が
加
入
し
て
い

る
年
金
制
度
が
ま
と
め
て
納
め
ま
す

が
、
手
続
き
は
自
分
で
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
（
下
表
参
照
）
。

ァ
任
意
加
入
被
保
険
者

60
歳
ま
で
に
年
金
を
受
け
る
資
格

期
間
を
満
た
せ
な
か
っ
た
方
や
年
金

額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い
方
、
ま
た

は
20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
海
外
に
住

む
日
本
人
の
方
は
、
希
望
す
れ
ば
国

民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

65
歳
の
時
点
で
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
問
が
不
足
す
る
方
は

70
歳
末
満
ま
で
の
間
、
受
給
要
件
に

達
す
る
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
で
き

ま
す
（
た
だ
し
昭
和
30
年
4
月
1
日

以
前
生
ま
れ
の
方
に
限
り
ま
す
）
。

20歳
に
な
る
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
る
前
月
に
加
人
の
ご
案

内
を
お
送
り
し
ま
す。

必
ず
回
答
を

お
願
い

し
ま
す
。
回
答
が
な
い
場
合

も
、
国
民
年
金
に
加
入
す
べ
き
方
に

は
、
基
礎
年
金
番
号
を
付
番
し
た
年

金
手
帳
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

知
な
ど
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

芝
変
更
内
容

11
区
画
新
旧
事
業
地
内

に
あ
る
三
沢
地
区
を
洛
川
に
編
入
し

地
番
の
振
り
直
し

ヱ
問
合
せ
先
11
都
市
計
画
課

園

・
転
園
希
望
の
方
は
、
各
家
庭
の

状
況
を
聞

い
て
書
類
を
お
渡
し
し
ま

す
。
必
ず
保
設
者
が
受
け
取
り
に
き

て
く
だ
さ
い
。

ア
名
称

11
子
育
て
支
援
ひ
よ

こ
ハ
ウ

ス文
住
所
11
多
摩
平
1
の
8
の
2

マ
入
所
資
格

11
保
護
者
が
次
の
い
ず

れ
か
で
、
同
居
の
親
族
等
も
保
育
が

で
き
な
い
と
き
①
就
労
中
（
外
勤
・

自
営
業

・
内
職
等
に

一
定
以
上
の
時

間
数

・
日
数
で
従
事
）
②
身
体
障
害

者
手
帳

(1
8
4
級
）
を
所
持
③
病

気

・
出
産
に
よ
り
入
院
ま
た
は
自
宅

療
笠
中

（出
産
の
場
合
、
予
定
月
と

そ
の
前
後

2
カ
月
）
④
求
職
中
⑤
そ

の
他
、
著
し
く
家
庭
で
の
保
育
に
欠

け
る
事
情
が
あ
る

▽
定
員

11
0
歳
S

2
歳
児
各

15
人

(
0
歳
児
は
生
後
2
ヶ
月
以
上
）

玄
保
育
時
間

11
午
前
7
時

S
午
後
6

時
※
延
長
保
育
は
午
後
7
時
ま
で

叉
申
込
み

11
11
月
7
日
困
ま
で
の
午

前
8
時
30
分
S
午
後
5
時
に
市
役
所

2
階
児
童
福
祉
課
へ
※
土
曜

・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く

■万
一
の
事
故
に
偏
え
て
自
賠
責
保

険
の
加
入
を

自
賠
責
保
険
（
共
済
）
は
、
万
一

の
交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人

賠
償
を
目
的
と
し
て
、
バ
イ
ク
・
原

動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
の
保
有
者
に
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
強
制
保
険
で
す
。
限
度

額
は
死
亡
3
千
万
円
、
侮
害

120
万
円

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
、

原
動
機
付
自
転
車
は
期
限
切
れ
、
か

け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
国
土
交
通
省
関
東
連

輸
局
束
京
陸
運
支
局
旅
客
課

(6
03

.
3
4
5
8
.
9
2
3
3
}
 

■犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
身
の
回
り
で

「事
件

こ
れ
は
、
万

一
の
と
き
の
障
害
年

金
や
、
将
来
、
満
額
の
老
齢
年
金
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

ま
た
、

20
歳
で
受
け
た
年
金
手
帳
は
、

皆
さ
ん
が
生
涯
使
用
し
て
い
く
も
の

で
、
就
職
す
る
と
き
も
必
要
で
す
。

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
？

収
入
の
増
減
に
関
係
な
く
、
毎
月

定
額

(
1
カ
月
1
万
3
千

300
円
）
で

す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
か
郵
便
局

の
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
保

険
料
の
支
払
い
に
は
口
座
振
替
が
大

変
便
利
で
す
。
お
得
な
前
納
割
引
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
の
納
付
が
難
し
い

，

と
き
は
、
申
諸
に
よ
り
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除

を
受
け
た
期
間
の
年
金
額
は
、
保
険

料
を
納
め
た
場
合
の

3
分
の

1
と
な

り
ま
す
。
な
お
、

10
年
以
内
な
ら
ば

免
除
期
問
の
保
険
料
を
追
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
の
方
に
は
、
本
人
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
す
れ
ば
保

険
料
の
納
付
を
要
し
な
い
制
度
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
納
付
を
要
し
な
か

っ
た
期
間
は
、
そ
の
各
月
か
ら

10
年

問
は
保
険
料
を
追
納
で
き
ま
す
。

保
険
料
が
追
納
さ
れ
な
い
場
合
、

老
齢
基
礎
年
金
額
の
計
算
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、

期
間
中
の
障
害
事
故
に
つ
い
て
は、

障
害
の
程
度
に
応
じ
障
害
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
必
ず
申
請
が
必
要
で

す
の
で、

年
金
手
帳

・

学
生
証
•
印

鑑
を
お
持
ち
の
上
、
市
役
所
保
険
年

金
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
老
齢
基
礎
年
金

受
給
資
格
期
間
（
原
則
と
し
て
保

険
料
の
納
付
済
期
問
、
免
除
期
間
、
合

箕
対
象
期
間
の
合
計
が

25
年
以
上
）

を
満
た
し
た
方
が
原
則
と
し
て
65
歳

か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
年
金
額
1180
万
4
千

200
円
※
生
年

月
日
に
応
じ
た
加
入
可
能
年
数
を
す

べ
て
納
付
し
た
場
合

竺
障
害
茎
礎
年
金

国
民
年
金
加
入
中
に
初
診
日
の
あ

る
病
気
や
け
が
で
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
の
初
診
日
の
前
1
年
間
に
、
俣
険

料
の
未
納
が
な
い
こ
と
な
ど
が
条
件

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
20
歳
に
な
る
前
か
ら
障
害

の
あ
る
方
は
、

一
定
の
基
準
に
よ
り

20
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
年
金
額

11
障
害
の
程
度
が

1
級
…

100
万
5
千

300
円
／
障
害
の
程
度
が

2
級
：
80
万
4
千

200
円

て
遺
族
碁
礎
年
金

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
や

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
の
あ
る

方
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
人

の
子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
子
に
つ
い
て
は
、

18
歳
に

逹
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月

31
日

ま
で
の
問
に
あ
る
子
か
、
ま
た
は
20

歳
未
満
の
障
害
の
あ
る
子
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
亡
く
な
る
前

1
年
間
に
、
保
険
料
の
未
納
が
な
い

こ
と
な
ど
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

▽
年
金
額
11
子
が

1
人
あ
る
妻
：
103

万
5
千

600
円
／
子
1
人
が
受
け
る
場

合
••
•8
0
万
4千2
0
0
円

ヱ
寡
婦
年
金

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資
格
の

受け取る年金は？・

・軍
t、:..:屯9̀‘轟̀e ヘー しこんやな手続きを

心

? 
。こんなとき 2 

~ ~ ~ ~ 

濾 ～、

20歳になったとゞしき~
• i~ 

ヽ
職場の年金に加入していない方は国民年金加入手続きを

ざ

？ ニー

職場の年，金＇し＂（］入厚硲生しiiた年金か共
第 1 号•第3号被保険者の方が聰場の年金に加入したときには、国民年

済組合）に加
金の種別変更の手統きを（扶養する配偶者がいる方は、同時に配偶者

,.,・， 
の方の種別変更の手続きも）

退職して職場の年金（厚生
職場の年金の加入者が60歳前に退職したときは、種別変更の手続き

年金か共済組合）をやめた
を（扶養する配偶者がいる方は同時に配偶者の方の種別変更の手続
きも）

、''

i 荏と
被扶養配偶者になった

結婚や、収入減などで、配偶者（職場の年金に加入中）に扶蓑されるよ
うになったときは第3号被保険者への種別変更の手続きを

被扶養配偶者でなくな 離婚や、収入増、配偶者が職場の年金をやめたりしたときは第1号被
った 保険者への種別変更の手続きを

腐 s-

＾ 夫ヽ
配偶者が転職した 引き続き第3号被保険者となることの確認を受ける手続きが必要です

は
配偶者が65歳になった

配偶者が在職中に65歳になると第2号被保険者でなくなりますので、
第1号被保険者への種別変更の手続きを

※手続きに必要な書類は人によって異なりますので、必ず問い合わせを

あ
る
夫
が
何
の
年
金
も
受
け
ず
に
死

亡
し
た
と
き
、
結
婚
期
問
が

10
年
以

上
あ
る
妻
に

60
歳
5
6
5
歳
に
な
る
ま

で
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
年
金
額

11
夫
の
老
齢
基
礎
年
金
額

の
4
分
の

3

烹
死
亡
一
時
金

保
険
料
を
3
年
以
上
納
め
た
方
が

何
の
年
金
も
受
け
ず
に
死
亡
し
た
と

き
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
年
金
額

11
保
険
料
納
付
年
数
に
よ

り
12
万
円

s32万
円

国
民
年
金
保
隣
料
・
未
鯖
分

の
集
合
徽
収
と
相
談
窓
口
を

闘
麟平成
11
年
9
月
分

S
平
成
13
年
3

月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
未
納
分
の

集
合
徴
収
を
行
い
ま
す
。

未
納
分
が
あ
る
方
は
直
接
会
場
へ

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
分
割
し
て
納

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
相
談
窓
口
も
開
設
し
ま
す

の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
程・
会
場
1
1
1
0
月

2
4日
困

•

2
5

日
困
・
・・
市
役
所
1
階

101会
議
室
、
26

日
園
…
七
生
公
会
堂

▽
時
間
11
午
前
10
時
S
午
後
4
時

以
上
、
い
ず
れ
も

▽
問
合
せ
先

II

八
王
子
社
会
保
険
事
務
所

(6
0
4

2
6
.
2
6
.
3
5
1
1
)
／
市
保
険

年
金
課
年
金
係

●乳がん検診実施医療機関

医療機ャ←関、名臨電話番号 医療機関名 ＄剛号

池田医院 591-2848 寺 田医院 591-2852 

石川クリニック 593-8113 中川クリニック 594-0313 

内田外科 • 皮膚科 584-1313 長谷クリニック 584-6116 

梅木医院 581-0477 橋本クリニック 586-7725 

江淵医院 581-0475 花輪病院 582-0061 

大川産婦人科 586-1061 土方クリニック 587_7l 7l 

加来産婦人科 581-5230 日野台診療所 5Bl -6l 75 

加 藤医院 591-7578 福岡医院 591-3600 

くちら整形外科 583-6515 堀田診療所 581-3035 

京王平山クリニック 592-5111 松浦医院 581-0463 

小松医院 581-0474 三沢台診療所 592-0466 

小林医院 581-0433 みやもと小児科医院 59l -l 3l 2 

佐々 木クリニック 585-2591 望月医院 581-0504 

塩谷医院 581-0158 森久保整形外科内科 591-2222 

高品クリニック 583-7822 ハ木医院 585-0371 

高幡診療所 591-3371 山本クリニック 584-5633 

多摩平小児科 584-6002 渡辺医院 581-1324 
※受付時間については、各医療機関に直接お問い合わせください

噂tihぷ：;; ゲ，＼ ＇，` ＇；、:rら～~X ．？も＇＾りヽ~，咤字汎記五ぎ"t,；•月:~心、二吋和：→'.“し:＇ゞ→｀ `＇い、如ご9名ち芯9え？ 了？戸ふ：［ぎ斧裟 ～ . . 
算 ‘ 王 心{ふ哀f.む.団-.., ；； ＇̀‘ ` ,、・ 勺召' ， ＂ s 

） t`ぺ ｀ →ぢむ゚ t 一｀中”..、 9 ．〒へ S 笠`．，，・ メふ：・~^` ,‘ぅ.9̂ KJ. そな"心 4 -'°中, ふ``• -• I •" 更t れ t'”  へィ
日野多摩平幼稚園 多摩平2-9 581-0436 日野わかくさ幼稚薗 落川943 591-1688 

日野台幼稚園 多摩平4-8-l 581-2615 百草台幼稚園 ． 百草999百草団地254591-1729 
形浄寺みのり幼稚園 日野本町4-16-17 583-7721 日野ひかり幼稚園 多摩平6-27-7 581-4765 

日野ふたば幼稚園 ‘ 東豊田2-20-2 587-3828 杉野幼稚園 百草1006-2 591-3515 

光塩女子学院日野幼稚園 程久保4-7-10 592-5526 一臼野しらゆり幼稚園 新町1-14-1 582-1772 

溢 ン民オ
バ行レ

■離
乳
食
教
室

▽
日
時

1111
月
1
日
因
午
前
10
時
i

11
時
30
分

▽
会
場

11
生
活

・
保
健
七
ン
タ
ー

▽
内
容

11
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め

方
の
話
、
試
食
、
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク

▽
対
象

11
生
後
4
S
5
カ
月
児
と
保

護
者
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）

▽
持
ち
物
11
策
記
用
具

▽
申
込
み
先

11
健
康
課

(6

581
.

4
1
1
1
)
 

■乳
が
ん
検
診

▽
対
象

11
市
内
在
住
の

30
歳
以
上

（
今
年
4
月
1
日
現
在
）
の
女
性

▽
内
容
11
視
診
及
び
触
診

▽
受
診
方
法

11
11
月
1
日
困
5
3
0
日

函
に
左
表
の
指
定
医
療
機
関
で
直
接

受
診
を

▽
問
合
せ
先

11
健
康
課

(6

581
.

4
1
1
1
)
 

んた 出 在
°だ日

- ▽ ●肺がん検診・喀たん提出日
対

① しのの象
妊‘両市 II
娠次民 40
中の
日

‘方 し-
で歳
-検以

まは来診 上
た受所日＾
は診でと 4
しでき喀り月
てきるた 1
いま方ん日
るせ 。提現 I>時間＝午前の部9:00~12:00

会場 生活尉駅シタ 会湯 n センタ
躙珀偏たM細 午前 午 囀日篇幻濃出 午前 午

厖（水）12/i（土） ア イ 12 /2(El) 5は） ケ コ

場，（木）12/3 （月） ウ 工 12 /31月）6 （木） サ シ

ll /3。（金）12 /3 1月） オ 力 12 /4（火） 7 （金） ス セ

12 /M土）4欲） キ ク l 2 ／5（水〉 lO（月） ソ 夕

午後の部13:00-16:00

か
も
し
れ
な
い
」
と
思

っ
た
ら

110番

を
。
ま
た
、
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て

い
る
こ
と
は
、
積
梧
的
に
通
報
し
、
聞

き
込
み
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

被
害
に
あ
っ

た
時
は
、
必
ず
届
け

出
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

。

＞
問
合
せ
先
11
日
野
警
察
署

(6
586

.
0
1
1
0
)
 

■I
C
カ
ー
ド
を
使

っ
た
実
証
実
験

を
実
施

S
新
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

第
一
歩
市
で
は
、
多
摩
地
域
自
治
体
4
市

（
稲
城
市
、
狛
江
市
、
立
川
市
、
羽
村

市
）
と
と
も
に
、
国
が
取
り
組
む
ー

C
カ
ー
ド
普
及
の
た
め
の
研
究
事
業

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

I
C
カ
ー
ド
の
利
用
で
、
自
動
交

付
機
か
ら
住
民
票
や
印
鑑
証
明
害
を

発
行
で
き
た
り
、
施
設
予
約
や
図
書

検
索
が
で
き
る
予
定
で
す
。

詳
細
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
情
報
シ
ス
テ
ム
課

■郵
便
局
で
原
動
複
付
自
転
車
等
の

自
賠
責
保
険
の
取
り
扱
い
を
開
始

今
月
か
ら
、
郵
便
局
で
原
動
機
付

自
転
車
等
の
自
賠
責
保
険
の
取
り
扱

い
を
開
始
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
日
野
郵
便
局

(6
581

.
3
0
5
8
)
 

■シ
ル
パ
ー
世
代
の

「
よ
く
噛
ん
で

お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の
教
室
」

▽
日
時

11
11
月
8
日
困
午
前
10
時

S

正
午
▽
会
場
11
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー

＞
内
容

11
栄
養
士
に
よ
る
寝
た
き
り

予
防
の
た
め
の
調
理
の
工
夫
の
話
討

▽
定
貝
11
20
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み
先

11
健
康
課

(6

581
.

4
1
1
1
)
 

■成
人
歯
科
予
防
教
室

▽
日
時

1111
月
26
日
⑤
午
後
1
時
20

分
S

3
時
※
時
間
予
約
制
。
時
間
は

個
別
に
通
知
。
検
診
は
40
分

▽
会
場
11
生
活

・
保
健
七
ン
タ
ー

▽
内
容
11
歯
科
医
師
に
よ
る
検
診

．

指
導
記

▽
対
象

1140
歳
以
上
の
方
（
総
義
歯

で
な
い
方
）

▽
定
員
11
40
人

▽
申
込
み

1110
月
25
日
困
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信

用
衷
面
に
、
検
診
日
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、

〒
191
|
0
0
1
1
日

野
本
町
1
の
6
の
2
生
活

・
保
健
セ

ン
タ
ー
内
日
野
市
役
所
健
康
課
歯
科

予
防
教
室
係

(6
581
.4
1
1
1
)
へ

■肺
が
ん
検
診

▽
H
時
・
会
場
11
別
表
の
と
お
り

■日
野
市
擢
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

の
苦
情

・
相
談
日

▽
日
時
1
1
1
1月
1
日

困
•
9

日

宰
・

1
6日
⑤
•
3
0
日

釦
※
希
望
者
は
、事

前
に
連
絡
を

▽
時
間
11
午
前
9
時
S
正
午

▽
会
場
11
市
役
所
2
階
福
祉
オ
ン
プ

ズ
パ
ー
ソ
ン
室

▽
問
合
せ
先

11
生
活
福
祉
課
福
祉
オ

ン
プ
ズ
パ
ー
ソ
ン
担
当

■元
軍
人
軍
属
等
の
皆
さ
ん
へ

5
弔

慰
金
・
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

▽
対
象
11
朝
鮮
半
島
及
び
台
湾
出
身

の
永
住
し
て
い
る
方
な
ど
で
次
の
要

件
に
あ
て
は
ま
る
方
①
昭
和
12
年
7

月
7
日
以
降
の
公
務
傷
病
等
が
原
因

で
昭
和
16
年
12
月
8
日
1
平
成
13
年

3
月
31
日
に
死
亡
し
た
方
の
改
族
②

昭
和
12
年
7
月
7
日
以
降
に
公
務
傷

病
等
が
原
因
で
軍
度
の
障
害
が
あ
る

方
（
重
度
戦
傷
病
者
）

③
平
成
13
年

論

と
思
わ
れ
る
②
肺
の
病
気
で
通
院
治

療
中
▽
定
員
11620
人
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

▽
持
ち
物

11
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
は
当
日
交
付
）
、
当
選
ハ
ガ

キ

(11
月
上
旬
に
郵
送
）

▽
申
込
み

11
10
月
25
日
困
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ

(
1
人
1

通
）
で
。
往
信
用
裏
面
に
件
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月
日
、
年

齢

(
4
月
1
日
現
在
）
、
性
別
、
電

話
番
号
、
第
3
希
望
ま
で
の
グ
ル
ー

プ
符
号
（
希
望
が
な
い
場
合
は
「
希

望
日
な
し
」
と
記
入
）
を
、
返
信
用

表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
人
し
、

〒

191
1
0
0
1
1
日
野
本
町

1
の
6
の

2
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
日
野
市

健
康
課
肺
が
ん
検
診
係

(6

581
.

4
1
1
1
)

へ

■病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
検
査
を

市
立
総
合
病
院
で
は
、
毎
週
火

曜

・
木
曜
日
に

1
日
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
の
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
敦
用
等
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
。

ヱ
申
込
み
先
11
市
立
総
合
病
院

(6
581

•
2677)

-

I 10月後期休日診療医 I 
診療時間 9:00-12:0013:00-17:00 

還くちら整形外科（整畑） 高幡耳鼻咽喉科（耳科）
日野台5-19-2 ft583-65 l 5 高幡35-1久野第2ピル4階

r.592-5467 -i 
＇ ，＿， 晨

↓| • | 

1田＼二

=~=ノz;3~:8i
↓ | 1 

▽ 

至I

休日準夜診療所

＝ 場が．面唱:]こ了；；［
至立川駅

救急病院10月後期宿日直予定表

休日歯科応急診療所
日曜日、祝日

診療日時19:00~12:00、13:00~17:00． （受け付けは16:00まで）
場 所

高幡308-1
匹 •111594-2 1 l l 

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に急患テレホン
センター （日野消防醤fl58l-Ol19)へ問い合わせを

病～院～名`;------------=日
15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 
（月） （火） （水） （木）（金） （土） （日） （月） （火） （水） （木） （金）（土） （日）し： （月） （火） （水）
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内 眼 内 魔 整 昼^'夜^-g: ＾ ＾ ： 内 外 内 脱 泌 昼^ヽ＾ ‘夜--、、 ＇J鵬^昼‘̀“‘ざ蓋^ 夜ヽ 内 外 内

形 脳小児 ． 尿 外小

! 
神 ・

！ 
児

E 外 甘 器
外

し…‘,ー,ミ--し--Eg ・'..・”ジ"s’’ 、` 科 科 科 科 '科科 科 科 科 科 科科 科 科 科

lt 
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外 内 外 内 内 内
P内^屋‘-、・夜心^、内 外 内 外 内 内 内 外 内 外

午、花輪病院

m. J 吠(5・、9冷8ぶ亨奴s匂,9之̂．；,..; 006 1、！ヽ 科 科 科 科 科 科 苓l科 科 科 科 科 科 且 科 科 科

■青
色
申
告
の
お
す
す
め

青
色
申
告
は
、
毎
日
の
収
入
や
経

貨
な
ど
を
帳
簿
に
記
帳
し
、
そ
の
帳

簿
に
基
づ
き
正
し
く
所
得
や
税
額
を

計
算
し
、
申
告
す
る
制
度
で
す
。
青

色
申
告
に
は
、
青
色
中
告
特
別
控
除

や
専
従
者
給
与
の
必
要
経
費
算
人
、

欠
損
金
の
繰
越
控
除

・
繰
戻
し
還
付

な
ど
、
白
色
申
告
に
は
認
め
ら
れ
て

い
な
い
多
く
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

ご
青
色
申
告
の
手
続
き

必
要
な
帳
簿
を
つ
け
る
と
と
も
に

「所
得
税
の
青
色
中
告
承
認
申
請
書
」

を
、
青
色
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
年

の
3
月
15
日
ま
で
（
新
た
に
事
業
を

始
め
た
と
き
は
、
始
め
た
日
か
ら
2

カ
月
以
内
）
に
税
務
署
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

<
記
帳
は
簡
単
で
す

現
金
出
納
帳
を
中
心
と
し
た
「
簡

金

ニ

■東
豊
田
地
区
、
東
町
地
区
の
地
区

計
画
原
案
を
縦
覧

▽
縦
覚
内
容

11
名
称
、
種
類
、
位
窟

及
び
区
域
・
地
区
計
画
原
案
の
内
容

▽
位
置
及
び
区
域

11
①
束
豊
田

1
丁

目
S
2

丁
目

•
4

丁
目
各
地
内②
日

野
本
町
5
丁
目

i
7
丁
目
・
大
字
日

野
各
地
内

▽
期
問

1110
月

23
日
因
5
11
月
6
日

因
午
前
8
時
30
分

S
午
後

5
時
（
土

曜

・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▽
会
場

・
問
合
せ
先
11
市
役
所
3
階

都
市
計
画
課

■市
長
の
動
き

(9
月
後
半
）

▽
17
日
11
巾
議
会
本
会
議
（
一
般
質

｀
ー

Jズ

問
）
に
出
席
▽

18
日
11
市
議
会
本
会

議
（

一
般
質
問
、
議
案
上
程
、
請
願

＿フ

上
程
）
に
出
席
▽

22
日
11
く
ら
し
の

レ

フ
ェ
ス
タ
日
野
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
（
市

チ

民
プ
ラ
ザ
）

に
挨
拶

▽
22
日
S
2
3
が
‘

日
＂
多
摩
と
こ
と
ん
討
論
会
（
市

民

キ成

会

館

己

に

出
席

▽
25
口
5
2
7
日
11

育全健

市
議
会
一
般
会
飢
決
算
特
別
委
員
会

に
出
席
▽

28
日
11
市
議
会
特
別
会
酎

年少青

決
算
特
別
委
員
会
に
出
席
▽

30
日
11

ふ
れ
あ
い
芸
能
祭
（
七
生
公
会
堂
）

（るて

に
挨
拶

れ

訂

正

ふ

本
紙
10
月
1
日
号
1
面
i
3
面
に

あゞ

掲
載
し
た
「
甲
州
夢
街
灌

2
0
0
1

ヵ顔

甲
州
道
中
日
野
宿
」
の
会
期
は

10
月

6
日
a11111
月
25
日
⑪
で
す
。

一
部

笑

で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て

お
わ
び
し
ま
す
。

のもど子

告

ま
ち
つ
く
り

9
歳
に

ゆ

な
り
ま
し
だ

竹
埜
友
茎
く
ん

（た
け
の
・
ゆ
う

き
。
平
成
12
年
10
月

1
日
午
後
9

時
34
分
生
ま
れ
。
父

・
元
宏
さ
ん
、

母

・
佳
織
さ
ん
。
万
願
寺
在
住
）

階
段
を
上
っ
た
り
、
降
り
た
り

す
る
の
が
大
好
き
な
友
基
く
ん
。

今
日
も
手
押
し
卓
を
カ
タ
カ
タ
と

押
し
て
、
元
気
に
お
散
歩
。

3
月
31
日
以
前
に
死
亡
さ
れ
た
重
度

戦
偽
病
者
の
遺
族

▽
支
給
金
額
11
①
③
弔
慰
金
・
・
・
260
万

円
②
見
舞
金
等
：
400
万
円

▽
請
求
期
限
11
平
成
16
年
3
月
3
1
H

▽
問
合
せ
先
11
生
活
福
祉
課

易
帳
簿
」
を
つ
け
れ
ば
よ
い
の
で
、

初
め
て
の
方
で
も
簡
単
に
記
帳
で
き

ま
す
。
記
誤
の
仕
方
は
、
税
務
署
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

。
ま
た
、
希
望
者

に
は
、
者
色
申
告
会
、
税
理
士
会
、

商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
で
無
料
指

導
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

て
来
年
1
月
か
ら
所
得
税
の
確
定
申

告
書
が
新
し
く
な
り
ま
す

申
告
書
が

「
確
定
中
告
書

A
」

「
確
定
申
告
害
B
」
の

2
種
類
に
な

り
ま
す
。
新
様
式
・
手
引
き
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h
t
t
p
:
/

/w
w
w
.
 

n
t
a
.g
o
.jp
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
税
局
、
税
務
署
、
市
役
所

1
階
市
民
税
課
の
窓
口
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

▽
問
合
せ
先

11
日
野
税
務
署
個
人
課

税
第
1
部
門

(6
585
.
5
6
6
1
)

う
ど
ん
と
カ
ボ
チ
ャ
が
大
好

物
。
こ
の
ま
ま
活
発
な
男
の
子
に

な
っ
て
ね
。

◎ 学校も 家も 地域も あふれてる

゜



市役所代表電話
TEL.042-585-111 l 

＊
障
害
者
協
同
作
業
所
彩
菜
亭
パ
ー
ト

募
集週
1
日
以
上
午
前
11
時
ー
午
後
4
時

※
詳
細
は
面
談
で
／
調
理
補
助
、
配
達

等
／
市
内
在
住
の
30
歳
以
上
の
方
、
要

普
通
自
動
車
免
許
（
オ
ー
ト
マ
限
定
不

可）

／
時
給

700
円
※
交
通
費
別
途
支

給
／
あ
ん
だ
ん
て
の
会

(
6
5
8
1
.
3
0

7
2
午
後
1
時
以
降
）

＊
日
野
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
職
員
（
看
護
婦
・
士
）
募
集

常
勤
…
平
日
午
前
9
時
ー
午
後
5
時

30
分
、
非
常
勤
…
応
相
談
／
訪
問
看
護

業
務
／
臨
床
経
験
5
年
以
上
の
健
康
な

方
、
要
普
通
自
動
車
免
許
※
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
の
資
格
あ
れ
ば
な
お
可
／
3

人
／
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
及
び
資
格

証
の
写
し
を
〒

1
9
1
|
0
0
1
1
日
野
本

町
1
の

7
の
2
日
野
市
医
師
会
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(
6
5
8
7
.
8
7
2
2
)

ヘ
郵
送
か
持
参

＊
社
会
福
祉
法
人
日
野
市
民
た
ん
ぽ
ぽ

の
会
非
常
勤
事
務
職
員
募
集

勤
務
時
間
等
条
件
は
面
談
で
／
簿
記

検
定
等
を
取
得
し
、
実
務
経
験
の
あ
る

方
、
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

程
度
）
で
き
る
方
／
10
月
16
日
5
2
2
日

あ

ら

や

に
新
家

(
6
5
9
9
.
7
2
9
9
)

へ

＊
秋
の
多
摩
テ
ッ
ク
撮
影
会

11
月
4
日
午
前
9
時
30
分
に
多
摩
テ

ッ
ク
正
門
前
集
合
※
雨
天
実
施
。

12
月

2
日
午
前
10
時
か
ら
多
摩
テ
ッ
ク
園
内

で
公
開
審
査
・
表
彰
式
／
2
千
円
／
日

野
市
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
連
合
会
（
吉
田

6
5
8
1
.
2
4
0
7
午
後
7
時
以
降
）

＊
相
続
・
遺
言
書
に
関
す
る
電
話
無
料

相
談10
月
15
日
・

17
日
午
前

9
時
ー
午
後

6
時
／
相
談
電
話
0
4
2
6
.
4
8
.
8

1
8
0
（
小
原
）

＊
都
立
八
王
子
東
養
護
学
校
学
校
公
開

11
月
17
日
午
前
9
時
8
正
午
／
小
・

中
学
、
高
等
部
の
授
業
・
施
設
見
学
／

同
校
教
育
相
談
室

(
6
0
4
2
6
.

4
2
.
4
5
9
7
)
 

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
2
歳
に
な
っ
た
ら
親
子
体
操
…
毎
週

木
曜
日
午
前
10
時
40
分
＼

11
時
30
分
に

東
部
会
館
沢
▼
2
.
3
歳
児
子
ど
も
だ

け
の
遊
び
場
「
た
け
の
こ
キ
ッ
ズ
」
…

11
月
1
日
i
1
2
月
20
日
の
毎
週
木
曜
日

午
前
9
時
30
分
＼
正
午
マ
ふ
ち
あ
わ
せ

和
太
鼓
教
室
・
・
・
10
月
20
日
S
1
2
月
8
日

の
毎
週
土
曜
日
午
後
6
時
30
分
ー
8
時

30
分
マ
中
高
年
エ
ン
ジ
ョ
イ
ハ
イ
キ
ン

グ
榛
名
山
▼
中
高
年
さ
わ
や
か
初
心
者

ス
イ
ミ
ン
グ
▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
▼
バ
ー

テ
ィ
ア
の
英
会
話
初
級
一
日
体
験
教
室

て
最
初
か
ら
は
じ
め
る
65
歳
か
ら
の
英

会
話
一
日
体
験
教
室
▼
仏
像
彫
刻
入
門

▼
懐
か
し
の
ポ
ッ
プ
ス
を
英
語
で
歌
お

ぅ
マ
中
国
雲
南
少
数
民
族
ふ
れ
あ
い
の

旅
※
費
用
等
、
詳
細
は
問
い
合
わ

せ

を
／
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

(
6

5
8
2
.
3
1
3
6
)
 

＊
マ
イ
体
操
無
料
体
験
講
習
会

10
月
17
日
・

24
日
午
前
10
時
S
1
1
時
30

分
／
西
平
山
地
区
セ
ン
タ
ー
／
リ
ズ
ム

縮羅— 第 1025号 10/15

●「みんなのメモ帳」の締め切り日
11月15日号…10月29日
12月 1日号…11月13日

政治・宗教・営利に関するものは掲載できません。

市主催のものではありませんので、内容の確認は

当事者間で。なお、掲載後に苦情のあったものは、

今後の掲載を見合わせていただきます。

体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
等
の
健
康
体
操
／

吉
原

(
6
5
8
3
.
6
6
9
4
)

＊
日
野
福
祉
の
学
校
連
続
講
座

10
月
20
日
午
後
2
時
か
ら
／
ひ
の
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
／
公
的
サ
ー
ビ
ス
の

谷
間
で
ー
今
私
た
ち
の
ま
わ
り
で
／
講

師
は
石
川
左
門
氏

(
N
P
o
愛
隣
舎
理

事
長
）

／
800
円
／
同
校

(
6
5
8
6
.
4
0

4
4
)
 

＊
う
き
う
き
手
芸
教
室

10
月
25
日
午
前
10
時
S
正
午
／
女
性

セ
ン
タ
ー
／
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
カ

バ
ー
／
2
千
円
（
材
料
費
込
み
）

／
あ

い
あ
む
2
号
店

(
6
0
7
0
.
6
6
5
7
.

2
9
5
2
)
 

＊
公
開
講
座
「
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
入
門
S
食
と
色
彩
」

10
月
26
日
午
前
10
時
＼
正
午
／
中
央

公
民
館
／
講
師
は
大
谷
香
氏
（
カ
ラ
ー

デ
ザ
イ
ナ
ー
）

／
500
円
（
資
料
代
）

／

10
月
23
日
（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
1
9
1
|
0
0
5
4
東
平
山
2
の
2
の
4

色
の
工
房
ひ
の
•
徳
原
愛
子
(
6
5
8
6
.

0
6
7
4
)

へ

＊
防
災
・
交
通
安
全
講
習
会

10
月
27
日
午
前
10
時
＼
正
午
※
雨
天

実
施
／
四
ツ
谷
前
土
地
区
画
整
理
組
合

道
路
（
日
野
駅
前
コ
ー
プ
と
う
き
ょ
う

隣）

／
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
・
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
実
験
者
乗
車
体
験
記
／
東
京
安
全
運

転
愛
好
会
（
志
野
6
5
9
3
.
7
0
1
4
)

＊
江
戸
木
目
込
人
形
講
習
会

11
月
9
日
・

30
日
午
前
10
時
ー
正
午

※
2
日
間
コ
ー
ス
／
日
野
郵
便
局
／
2

千
100
円
ー
3
千

300
円
（
材
料
費
）

／
ハ

サ
ミ
、
目
打
ち
、
エ
プ
ロ
ン
持
参
／
10

月
20
日
ま
で
に
比
留
間

(
6
5
8
6
.
3

8
5
8
午
後
7
時
S

9
時
）
へ

＊
都
立
科
学
技
術
大
学
公
開
講
座

①
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
入
門
…

11
月
6
日
S
1
2
月
4
日
の
火
曜
日
午
後

6
時
ー
8
時
※

11
月
20
日
を
除
く
／
電

カ
の
有
効
利
用
や
変
換
に
興
味
の
あ
る

方
30
人
／
2
千
円
②
実
験
・
実
習
に
よ

る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
入
門
・
・
・

11
月
10

日
ー
12
月
1
日
の
毎
週
土
曜
日
午
後
2

時
8
5
時
30
分
／
レ
ベ
ル
別
に

4
コ
ー

ス
／
各
20
人
／
2
万
8
千
円
③
模
型
飛

行
機
を
作
ろ
う
・
・
・

11
月
11
日
午
前
10
時

＼
午
後
4
時
／
小
4
以
上
と
保
護
者
／

①
②
は
10
月
24
日、

③
は
11
月
2
日

（
い
ず
れ
も
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒

1
9
1
|
0
0
6
5
旭
が
丘

6
の
6
都
立

科
学
技
術
大
学
⑪
地
域
産
業
振
興
協
会

公
開
講
座
係

(
6
5
8
4
.
6
7
9
0
)

へ

＊
自
宅
の
庭
に
野
鳥
を
呼
べ
る
エ
サ
台

（
木
製
と
竹
製
）
作
り

．

11
月
11
日
午
前
10
時
＼
正
午
／
鳥
と

緑
の
国
際
セ
ン
タ
ー
／
講
師
は
日
本
野

鳥
の
会
会
員
／
10
人

（先
着
順
）

／

500

円
／
11
月
2
日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
〒

191
|
0
0
4
1

南
平
2
の
35
の
2
日
本
野
鳥
の
会
・
鳥

と
緑
の
国
際
セ
ン
タ
ー
「
野
鳥
の
エ
サ

台
作
り
」
係

(
6
5
9
3
.
6
8
7
1
)

へ

＊
子
ど
も
人
権
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会

10
月
21
日
午
前
10
時
30
分
＼
午
後
2

時
30
分
／
日
野
市
子
ど
も
ま
つ
り
会
場

（
日
野
中
央
公
園
）

／
紙
芝
居
「
子
ど

も
の
権
利
条
約
」
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
訳
／

綾
部

(
6
5
9
2
.
1
8
5
7
)

＊
ワ
イ
ワ
イ
ク
ラ
ブ
大
運
動
会

10
月
24
日
午
前
10
時
S
1
1
時
30
分
／

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

／
15
組
／

300

円
／
石
塚

(6
5
9
1
.
3
2
7
4
)

＊
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
リ
バ
テ
ィ
・
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー

10
月
27
日
午
後
6
時
30
分
ー

9
時
／

東
部
会
館
／
1
千
円
／
阪
田

(
6
5
8
3
.

9
9
8
8
)
 

＊
ひ
ま
わ
り
・
カ
ト
レ
ア
秋
の
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー

11
月
4
日
午
後
5
時
S

8
時
ゾ
湯
沢

福
祉
セ
ン
タ
ー
／
ト
ラ
イ
ア
ル
・
ミ
ニ

デ
モ
。
飲
み
物
付
き
／
前
売
り

800
円、

当
日

1
千
円
／
横
野
(
6
5
9
2
.
8
4
0

3
)
 

＊
展
覧
会
「
元
」
代
絵
画
の
魅
力

10
月
26
日
ま
で
の
正
午
ー
午
後
3
時

※
17
日
・

20
日
・

21
日
を
除
く
。
26
日

は
安
河
内
慎
美
氏
の
講
演

「女
性
鑑
定

士
の
仕
事
S
美
術
品
の
価
値
と
値
段
と

は
」
あ
り
／
実
践
女
子
大
学
／
香
雪
記

念
資
料
館
準
備
室

(
6
5
8
5
.
8
8
7

3
)
 

＊

「
か
た
ち
・
ふ
れ
あ
い
」
展

11
月
22
日
ま
で
の
午
前
10
時
＼
午
後

5
時
※
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
11
日

は
開
催
／
実
践
女
子
大
学
／
木
彫
・
金

属
・
石
彫
記
／
実
践
女
子
大
学
学
生
生

活
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
5
.
8
8
2
2
)

＊

「
カ
ー
マ
イ
ン
」
油
彩
画
展

10
月
16
日
ー
21
日
午
前
10
時
ー
午
後

5
時
※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
／
と

よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

／
小
林

(
6

8
.
6
5
3
8
)
 

5
 
＊
墨
蘭
会
展
（
墨
絵
）

10
月
23
日
S
2
8
日
午
前
10
時
S
午
後

5
時
※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
／
と

よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

／
山
口

(
6

5
8、
•
6
3
2
5
)

＊

「
花
衣
の
会
」
布
と
遊
ぶ
き
れ
画
展

10
月
30
日
8
1
1
月
4
日
午
前
10
時
S

午
後
6
時
※
最
終
日
は
午
後

5
時
30
分

ま
で
／
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／

ぉ

っ
乙
津

(
6
5
8
3
.
3
4
7
6
)

＊
翠
墨
会
作
品
展
（
水
墨
画
）

10
月
30
日
S
1
1
月
4
日
午
前
10
時
S

午
後
6
時
※
初
日
は
午
後
1
時
か
ら
、

最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
／
八
王
子
市

北
野
市
民
セ
ン
タ
ー
／
別
所

(
6
5
9
1
.

7
9
5
2
)
 

＊
日
野
市
民
文
化
祭
参
加
「
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

11
月
4
日
午
後
1
時
30
分
か
ら
／
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
／
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド

レ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
沢
／
日
野
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
増
井
6
5
8
1
.
1
8
1
3
)

＊
日
野
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
ミ
ッ
ク

ス
ダ
ブ
ル
ス
選
手
権
大
会

＇

11
月
3
日
午
前
9
時
か
ら
／
南
平
体

育
館
／
1

部
S
3

部
／
市
内
在
住
•
在

勤
・
在
学
者
／
1
千

500
円
※
連
盟
登
録

者
は

1
千
円
／
10
月
25
日
（
必
着
）
ま

で
に
申
込
書
（
南
平
体
育
館
に
あ
り
）

に
記
入
し
、
〒

1
9
1
|
0
0
5
2
束
豊
田

1
の
55
の
12
大
西
喜
美
子

(6
5
8
3
.
8

3
6
9
)

へ

＊
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

11
月
4
日
・

11
日
午
後
1
時
30
分
S

4
時
／
平
山
台
小
体
育
館
／
100
円
（
保

険
料
含
む
）

／
ひ
ざ
サ
ポ
ー
タ
ー
持

参
／
日
野
市
体
育
指
導
委
員
会
（
野
尻

6
5
9
2
.
3
8
1
5
夜
間
）

＊
日
野
市
卓
球
連
盟
ダ
ブ
ル
ス
チ
ー
ム

優
勝
大
会

11
月
10
日
午
前
9
時
か
ら
／
南
平
体

育
館
／
男
女
別
1
.
2
部
団
体
戦
／
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
／
1
チ
ー
ム

3
千
円
、
連
盟
登
録
者
・
高
校
生

2
千

400
円
／
10
月
30
日
（
必
着
）
ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
‘
-
T
1
9
1
|
0
0
4
1
南

平
5
の
6
の
2
今
井
勇

(
6
5
8
3
.
8
3

9
6
)

へ0
0
0
8
 

＊
草
木
を
訪
ね
る
会

10
月
30
日
午
前
10
時
に
高
尾
山
か
す

み
台
集
合
／
15
人
／

200
円
／
昼
食
、
水

筒
、
雨
具
持
参
／
葛
野

(
6
5
8
1
.
4
0

4
7
)

へ
申
込

＊
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー

「
た
ま
タ
マ
遊
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

11
月
10
日
（
町
田
市
）
・

23
日
S
2
4

日
（
小
平
キ
ャ
ン
プ
場
）
、

12
月

1

日
・

2
日
（
清
瀬
市
）

／
15
人
（
先
着

順）

／
4
千
円
／
10
月
31
日
ま
で
に
地

域
に
プ
レ
ー
パ
ー
ク
を
つ
く
る
会
「
ど

ろ
ん
こ
の
国
」
（
持
永
6
0
9
0
.
8
5
0

4
.
2
4
9
7
)

へ

＊
玉
川
上
水
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
「
清
流
に

出
会
う
小
さ
な
旅
」

11
月
18
日
午
前
9
時
に
小
平
市
立
中

央
公
園
集
合
／
都
営
水
道
を
使
用
し
て

い
る
方
※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
／

150
人
／
10
月
26
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒

1
6
3
|
8
0
0
1
新
宿
区
西

新
宿
2
の
8
の

1
東
京
都
水
道
局
浄
水

部
管
理
課

(
6
0
3
.
5
3
2
0
.
6
4

4
4
)

へ

＊
日
野
第
二
保
育
園
バ
ザ
ー

10
月
27
日
午
前
10
時
S
午
後
1
時
30

分
／
楽
し
い
ゲ
ー
ム
い
っ
ば
い
／
日
野

第
二
保
育
園

(
6
5
8
1
.
3
7
8
8
)

＊
日
野
保
育
園
バ
ザ
ー

10
月
28
日
午
前
10
時
＼
午
後
2
時
／

子
ど
も
服
中
心
の
バ
ザ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
ほか
／
日
野
保
育
園

(
6
5
8
4
.
4

0
3
2
)
,
 

＊
バ
ザ
ー
に
物
品
提
供
を

10
月
28
日
午
前
10
時
S
午
後

3
時
／

サ
ン
・
3
・
シ
ョ
ッ
プ
青
い
鳥
（
南
平

9
丁
目
）
横
広
場
／
物
品
（
日
用
雑
貨
、

食
器
類
、
新
品
衣
料
記
）
※
取
り
に
伺

い
ま
す
／
日
野
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
青
い
鳥

(
6
5
9
2
.
5

4
8
8
)
 

＊
日
野
・
レ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
姉
妹
都
市
協

会
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

11
月
3
日
午
前
10
時
30
分
S
午
後
1

時
／
会
員
宅
（
日
野
本
町
1
丁
目
）

／

同
協
会
（
有
山
6
5
8
3
.
9
4
5
8
)

*
N
P
0
愛
隣
舎
バ
ザ
ー

11
月
3
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
／
衣

類
・
手
作
り
食
品
記
。
療
養
相
談
あ

り
／
愛
隣
舎

(
6
5
8
6
.
9
0
5
1
)

0
8
 

＊

「
日
野
市
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
会
」

主
催
教
育
講
演
会

10
月
28
日
午
前
10
時
ー
正
午
／
勤

労
•
青
年
会
館
／
外
国
人
が
見
た
日
本

人
の
市
民
生
活
に
つ
い
て
／
マ
イ
ク
・

ス
ト
ウ
カ
氏
（
ア
メ
リ
カ
人
）
※
通
訳

付
き
／
100
人
／
同
事
務
局

(
6
5
8
1
.
7

0
4
2
)
 

＊
混
声
合
唱
団
「
リ
ラ
の
門
」

毎
週
火
曜
日
午
後
7
時
S

9
時
／
勤

労
•
青
年
会
館
竺／
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

に

レ
ク
イ
エ
ム
竺
※
初
心
者
歓
迎
／
入
会

ちク

金
1
千
円
、
月
3
千
円
※
ほ
か
に
演
奏

まるぁ

会
積
立
金
あ
り
／
今
井

(
6
5
8
1
.
5
0

7
3
)

の

＊
軽
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
ス
ト
レ
ッ
チ

ぎ
)

体
操
「
サ
ー
ク
ル
・
ス
テ
ッ
プ
」

ら

毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
S
1
1
時
30
す
'

分
／
市
民
会
館

g
／
女
性
／
月
2
千

ぺ
『

円
／
バ
ス
タ
オ
ル
、
上
履
き
持
参
／
浅

り

尾

(
6
5
8
4
.
5
6
1
0
)

と

＊
フ
ラ
ダ
ン
ス
「
カ
エ
オ
フ
ラ
ル
ー
ム
」

を

毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
ー
3
時
、
水

手こ

'
 

も

曜
日
午
後
6
時
S

8
時
／
豊
田
地
区
セ

と

ン
タ
ー
g
/
6
0
歳
以
上
の
女
性
／
初
回

2
千
円
（
資
料
代
含
む
）
、
以
降
各
回

1
千
円
／
T
シ
ャ
ツ
持
参
／
永
尾

(
6

0
9
0
.
8
5
1
6
.
6
3
1
3
)
 

゜
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■市
内
一
斉
清
掃

S
み
ん
な
で
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
日
野

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
1111
月
25
日
午
前
9
時
ー
10
時

▽
清
掃
場
所
11
市
内
全
域
※
自
治
会
等

各
団
体
が
希
望
し
た
場
所
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を
▽
清
掃
方
法
11
不
燃
・
可

燃
に
分
別
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
へ
※
粗

大
ご
み
は
不
可
▽
ご
み
の
集
積
11
地
区

内
に
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
▽
問
合
せ
先

11
環
境
保
全
課

■青
少
年
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
「
あ
ふ

れ
る
笑
顔
展
」

青
少
年
健
全
育
成
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
、
市
内
の
子
ど

も
た
ち
の
作
品
展
で
す
。

▽
期
間
1110
月
30
日
ー
11
月
16
日
▽
会

場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ

先
11
青
少
年
問
題
協
議
会
事
務
局
（
生

活
課
内
6
5
8
1
.
4
1
1
2
)

■平
山
図
書
館
の
開
館
時
間
を
変
更
し

ま
す平
山
図
書
館
の
開
館
時
間
は
午
後
1

時
S
5
時
で
す
が
、

11
月
4
日
か
ら
午

前
10
時
ー
午
後
5
時
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
休
館
日
は
土
曜
・
月
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
平
山
図
書
館
は
屋
根
修
繕
の
た
め
10

月
22
日
8
1
1
月
3
日
休
館
し
ま
す

▽
問
合
せ
先
11
中
央
図
書
館
(
6
5
8
1
.
7

3
5
4
)
 

■環
境
マ
ッ
プ
に
目
撃
情
報
を

今
回
は
、
コ
ウ
モ
リ
で
す
。
身
近
で

見
か
け
た
方
は
、
日
時
と
場
所
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

▽
情
報
提
供
先
11
電
話
、

F
A
X
(
5
8
3

.
4
4
8
3
)
、
ハ
ガ
キ
な
ど
で
、
〒

191

|
8
6
8
6
日
野
市
役
所
環
境
保
全
課

ヘ■農
産
物
共
同
直
売
所
5
1
0
月
16
日
午

前
11
時
に
オ
ー
プ
ン

▽
営
業
日
時
11
毎
週
月
曜
ー
土
曜
日
午

前
11
時
S
午
後
4
時
▽
会
場
11
上
田
26

番
地
（
日
野
税
務
署
西
側

1502い
）
▽
主

な
販
売
品
目
11
野
菜
・
果
実
、
切
り
花

ほ
か
▽
問
合
せ
先
1
1
J
A
東
京
み
な
み

七
生
支
店

(
6
5
9
1
.
2
0
1
2
)
／
同

2
1
1
1
)
 

日
野
支
店

(
6
5
8
3
.

旭が丘中央公園

■東
部
会
館
温
水
プ
ー
ル
の
臨
時
休
業

東
部
会
館
温
水
プ
ー
ル
は
、
水
の
入

れ
替
え
と
清
掃
の
た
め
、

10
月
16
日・
17

日
に
臨
時
休
業
し
ま
す
。
な
お
、
貸
室

は
使
用
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
同
プ
ー
ル

(
6
5
8
3
.
5

2
6
6
)
 

■新
商
品
・
ア
イ
デ
ア
表
彰
応
募
者
募

集
新
た
な
発
想
や
着
眼
に
よ
る
製
品
や

技
術
な
ど
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
を
問
わ

ず
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
。
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人

ま
た
は
、
そ
れ
ら
で
組
織
さ
れ
た
団
体

▽
応
募
方
法
1111
月
15
日
ま
で
に
日
野

市
商
工
会
事
務
局
へ
所
定
の
応
募
用
紙

を
提
出
▽
問
合
せ
先
11
同
会
事
務
局

(
6
5
8
1
.
3
6
6
6
)
 

■地
元
産
野
菜
の
即
売
会

▽
会
場
・
日
時
1
1
J
A
東
京
み
な
み
日

野
支
店
：
・
10
月
26
日
・

27
日
午
前
9
時

S
午
後
4
時
／
多
摩
平
第
7
公
園
…
10

月
27
日
午
前
10
時
8
午
後
4
時
／
J

A

束
京
み
な
み
七
生
支
店
…
10
月
の
毎
週

火
曜
・
木
曜
・
土
曜
日
午
前
8
時
30
分

S
正
午
▽
問
合
せ
先
1
1
J
A
東
京
み
な

み
日
野
支
店

(
6
5
8
3
.
2
1
1
1
)
／

同
七
生
支
店

(
6
5
9
1
.
2
0
1
2
)
/

市
産
業
振
興
課

■市
立
つ
ば
さ
学
園
大
空
祭

5
手
を
つ

な
ご
う
、
輪
を
つ
く
ろ
う

利
用
者
の
日
ご
ろ
の
成
果
を
展
示
・

発
表
し
、
作
品
を
即
売
し
ま
す
。

都
立
科
学
技
術
大
学

▽
日
時
1110
月
21
且
午
前
10
時
S
午
後

3
時
10
分
▽
会
場
11
同
学
園
（
案
内
図

参
照
）
▽
内
容
11
展
示
・
即
売
（
木
工

と
う

品
、
陶
器
、
籐
工
芸
品
ほ
か
）
、

一
日

教
室
（
粘
土
工
芸
・
七
宝
焼
）
、
体
験

メ
イ
ク
コ
ー
ナ
ー
、
お
茶
席
、
模
擬
店

沢
▽
送
迎
バ
ス
運
行
II
①
豊
田
駅
北
口

八
王
子
信
用
金
庫
前
発
午
前
10
時
30
分

i
午
後
1
時
30
分
の

1
時
間
お
き
／
②

平
山
城
址
公
園
駅
前
発
午
前
10
時
20
分

S
午
後
1
時
20
分
の

1
時
間
お
き
▽
問

合
せ
先
11
つ
ば
さ
学
園
実
行
委
員
会
事

務
局

(
6
5
8
2
.
3
4
0
0
)

■日
野
市
産
業
ま
つ
り

恒
例
の
産
業
ま
つ
り
に
、
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1111
月
10
日
午
前
10
時
i
午
後

3
時
30
分、

11
日
午
前
9
時
30
分
S
午

後
3
時
30
分
▽
会
場
11
日
野
中
央
公
園

記
※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を
▽
内
容

11
地
元
農
産
物
、
市
内
商
工
業
製
品
等

の
展
示
・
販
売
、

警
視
庁
騎
馬
隊
・
白

バ
イ
と
の
記
念
撮
影
、
日
野
消
防
署
は

し
ご
車
実
演
、
ミ
ニ

S
L
乗
車
沢
▽
問

合
せ
先
11
日
野
市
産
業
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
産
業
振
興
課
内
）

■体
験
保
育
S
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
過
こ
し
ま
せ
ん
か

▽
日
時
1110
月
19
日
ー
31
日
午
前
9
時

S
1
1
時
30
分
※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く

▽
会
場
11
た
ま
だ
い
ら
保
育
園
▽
対
象

11
未
就
学
児
と
保
護
者
▽
定
員
1
1
1
日

2
組
▽
費
用
11320
円
（
給
食
代
）
※
持

ち
物
等
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
▽
申

込
み
先
11
た
ま
だ
い
ら
保
育
園

(6581

.
0
0
0
4
)
 

■み
な
み
だ
い
ら
保
育
園
で
遊
ぼ
う
！

▽
日
時
1110
月
17
日
午
前
10
時
S
1
1
時

▽
内
容
11
身
体
計
測
、
子
育
て
相
談
記

▽
対
象
11
乳
幼
児
と
保
護
者
▽
会
場
・

問
合
せ
先
11
み
な
み
だ
い
ら
保
育
園

(
6
5
9
1
.
2
5
6
8
)
※
申
し
込
み
不

要
、
直
接
会
場
へ

■市
民
体
育
大
会

▼
少
林
寺
拳
法

▽
日
時
1111
月
4
日
午
後
1
時
か
ら
▽

会
場
11
南
平
体
育
館
▽
種
目
11
小
学
生

（
低
学
年
・
高
学
年
）
・
中
学
生
・
高
校

生
・
大
学
生
・
一
般
・
親
子
の
部
の
組

演
武
、
小
学
生
（
低
学
年
・
高
学
年
）
．

中
学
生
の
単
独
演
武
の
部
▽
対
象
11
小

学
生
以
上
の
市
内
在
住

・
在
勤
・
在
学

者
※
日
本
少
林
寺
拳
法
連
盟
登
録
者
に

限
る
▽
費
用
1
1
1
人
1
千
円
（
小
学
生

500
円
）
▽
申
込
み
1110
月
31
日
ま
で
に

申
込
書
（
市
役
所
5
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
、
南
平
体
育
館
に
あ
り
）
に
費
用
を

添
ゑ
て
、
日
野
市
体
育
協
会
事
務
局
（
南

平
体
育
館
内
6
5
9
3
.
4
7
4
0
)

へ

▼
ハ
イ
キ
ン
グ

▽
日
程
1111
月
10
日
※
雨
天
実
施
▽
行

き
先
11
山
梨
県
南
大
菩
薩
「
大
蔵
高

丸
」
※

一
般
向
け
。
歩
行
時
間
約
3
時

間
30
分
▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
▽
費
用
1
1
4
千
円

（当
日
徴
収
）

▽
申
込
み
1110
月
31
日
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
「
市

民
大
会
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
希
望
」
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
、
〒

1
9
1
1
0
0
4
1
南
平
4
の
23

の
1
南
平
体
育
館
内
日
野
市
体
育
協
会

事
務
局

(
6
5
9
3
.
4
7
4
0
)
へ
※
電

話
申
し
込
み
は
不
可

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
ダ
ブ
ル
ス
）

▽
日
時
1111
月
18
日
午
前
9
時
か
ら
▽

会
場
11
南
平
体
育
館
▽
種
目
11
一
般
男

女
1
.
2
.
3
部
、
中
学
男
・
女
▽
対

象
11
中
学
生
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤

•
在
学
者
▽
費
用1
1
1

ペ
ア
1

千
円
、

中
学
生
1
ペ
ア

500
円
（
当
日
徴
収
）
▽

申
込
み
1111
月
3
日

（必
着
）
ま
で
に

申
込
書
（
市
役
所
5
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
・
南
平
体
育
館
に
あ
り
）
を
日
野
市

体
育
協
会
事
務
局
（
南
平
体
育
館
内
）
へ

▽
問
合
せ
先
11
大
西

(6
5
8
3
.
8
3
6

9
)
 
■み
ん
な
で
踊
ろ
う
パ
ラ
パ
ラ
ビ
ク
ス

今
流
行
の
パ
ラ
パ
ラ
を
年
齢
を
問
わ

ず
、
み
ん
な
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
。

゜A1
 

、

d_-[

▽
日
時
1111
月
10
日
・

24
日、

12
月
8

日
・

22
日
午
前
10
時
30
分
S
1
1
時
45
分

▽
会
場
11
五
小
▽
定
員
1140
人
▽
費
用

11100
円
▽
申
込
み
1110
月
26
日
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面

に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

191
|

8
6
8
6
日
野
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
ヘ

■市
立
小
学
校
水
泳
記
録
会
結
果
報
告

去
る

9
月
6
日
（
川
北
地
区
）
、

7
日

（
川
南
地
区
）
に
市
民
プ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
両
日
合
わ
せ
て

1
千

269
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
200
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
11
男
子
1
位
…

南
平
小

(
2
分
29
秒
66)

／
女
子
1
位

…
南
平
小

(
2
分
20
秒
41)

▽
問
合
せ

先
11
指
導
室

■中
学
校
体
育
施
設
開
放
11
月
利
用
分

抽
選
会

▽
日
程
1110
月
19
日
▽
区
分
・
時
間
11

①
体
育
館
…
午
後
2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
…
3
時
③
校
庭
…
4
時
④
ナ
イ
タ
ー

…
6
時
▽
会
場
11
市
役
所
5
階

505
会
議

室
▽
参
加
資
格
11
学
校
体
育
施
設
開
放

利
用
団
体
登
録
証
を
持
参
し
た
方
※
中

学
生
以
下
は
不
可
▽
問
合
せ
先
11
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課

■四
中
地
区
青
少
年
育
成
会
「
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
」

指
ホ
や
案
内
が
書
か
れ
た
「
コ
マ
地

図
」
を
頼
り
に
街
を
歩
く
野
外
ゲ
ー
ム

・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1111
月
10
日
午
前

8
時
20
分
に

旭
が
丘
小
へ
集
合
▽
費
用
11100
円
▽
申

込
み
1110
月
25
日
ま
で
に
高
橋

(6584

•
9
5
8
3
)へ

■七
生
中
地
区
青
少
年
育
成
会
「
ス
ポ

ー
ツ
ま
つ
り
i
n
な
な
お
」

▽
日
時
1111
月
4
日
午
前
9
時
＼
午
後

1
時
※
参
加
希
望
の
方
は
、
当
日
午
前

9
時
45
分
ま
で
に
申
し
込
み
を
▽
会
場

11
七
生
中

▽
内
容
11
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
、

け
ん
球
指
導
、
演
奏
会
（
南
平
高
校
、

七
生
中
、
南
平
小
）
、
綿
菓
子
ほ
か
▽
申

込
み
先
11
若
松

(
6
5
9
1
.
2
0
5
6
)

■大
坂
上
中
地
区
青
少
年
育
成
会
「
ふ

れ
あ
い
ハ
イ
ク
」

市
内
散
策
を
し
、
芋
掘
り
を
体
験
し

ま
す
。

▽
日
時
1110
月
27
日
午
前
8
時
30
分
に

大
坂
上
中
へ
集
合
（
雨
天
の
場
合
は
28

日
）
▽
コ
ー
ス
11
市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ

公
園
↓
多
摩
川
土
手
↓
東
光
寺
上
（
芋

掘
り
）
↓
大
坂
上
中
※
費
用
等
、
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を
▽
申
込
み
先
11
大
坂

上
中
地
区
育
成
会
（
金
田

6
5
8
3
.
3

9
8
6
)
 

■国
際
理
解
講
座
「
中
国
」

▽
日
時
1110
月
28
日
午
後
2
時
S

4
時

▽
講
師
11
陳
波
氏
、
宮
本
春
彦
氏
▽
定

員
1140
人
▽
費
用
11100
円
（
お
茶
代
）

▽
協
力
11
日
野
国
際
友
好
ク
ラ
ブ
▽
会

場
・
申
込
み
先
11
中
央
公
民
館

(6581

•7580) 
■移
動
公
民
館
「
文
章
を
書
く
ー
自
分

史
制
作
を
通
し
て
」

▽
日
時
1110
月
31
日、

11
月
7
日
・

14

.
2
1
日
・

28
日、

12
月
5
日
午
後
2
時

＼
午
後
4
時
▽
会
場
11
平
山
地
区
セ
ン

タ
ー
▽
講
師
11
横
尾
和
博
氏
（
文
芸
評

論
家
）
▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
▽
定
員
1
1
1
5
人
※
申
込
多
数

の
場
合
は
、
平
山
中
・
七
生
中
地
区
の

方
を
優
先
▽
申
込
み
1110
月
22
日
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用

裏
面
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
、

返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

〒
1
9
1
|
0
0
1
1
日
野
本
町
7
の
5
の

23
日
野
市
中
央
公
民
館
「
文
章
を
書
く
」

講
座
係

(
C
5
8
1
.
7
5
8
0
)
へ

■移
動
公
民
館
「
野
鳥
の
生
態
学
入
門
」

▽
日
程
・
内
容
1111
月
6
日
…
鳥
の
形

態
と
進
化
／
13
日
…
繁
殖
／
20
日
…
渡

り
／
27
日
：
野
鳥
と
自
然
保
護
／
12
月

4
日
：
野
外
実
習
▽
時
間
11
午
前
10
時

S
正
午
▽
会
場
11
鳥
と
緑
の
国
際
セ
ン

タ
ー

（南
平
）
※
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
を
▽
講
師
11
神
山
和
夫
氏
（
日
本
野

鳥
の
会
W
I
N
G
研
究
員
）

塁
▽
定
員

1130
人
（
先
着
順
）
▽
申
込
み
先
11
中

央
公
民
館

(
C
5
8
1
.
7
5
8
0
)

■ひ
の
市
民
大
学

て
日
野
学
学
部
・
ふ
る
さ
と
博
物
館
共

h
'

催
5
甲
州
道
中
と
日
野
市
東
部
の
文
化

や、’

財
を
た
ず
ね
て

し思の

▽
日
時
1111
月
3
日
午
前
9
時
S
午
後

り

3
時
30
分
※
ふ
る
さ
と
博
物
館
集
合
▽

対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
▽

と

定
員
1120
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

ひ

選
▽
コ
ー
ス
H

坂
下
地
蔵
↓
問
屋
場

人

跡
・
旧
佐
藤
道
場
↓
万
願
寺

一
里
塚
↓

―

土
方
歳
三
生
家
跡
↓
石
田
寺
↓
高
幡
山

よ

金
剛
寺
▽
持
ち
物
11
弁
当
、
水
筒
ほ
か

fsH

▽
申
込
み
1
1
1
0
月

2
6日
（
必
着
）
ま
で
漬~

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
「
甲

州
道
中
ま
ち
あ
る
き
希
望
」
、
参
加
者

全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
〒

1
9
1
|
8
6
8
6
日
野

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ヘ

マ
総
合
教
養
学
部
講
演
会
「
日
野
の
農

業
は
い
ま
」

▽
日
時
1110
月
27
日
午
後
2
時
か
ら
▽

会
場
1
1
J
A
東
京
み
な
み
七
生
支
店
▽

講
師
11
水
口
均
氏
(
J
A
東
京
み
な
み
）

※
申
込
み
不
要
、
直
接
会
場
へ
▽
問
合

せ
先
11
生
涯
学
習
課

■魅
力
的
な
自
己
表
現
を
学
び
ま
せ
ん

か▽
日
程
・
内
容

・
講
師
1111
月
6
日
…

自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は

8
関
輝
夫

氏
（
臨
床
心
理
士
）

／
11
月
20
日
・

12

月
4
日
…
自
己
表
現
を
し
て
み
よ
う
ー

渡
邊
夏
生
氏
（
国
際
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

研
究
所
）
▽
時
間
11
午
前
10
時
＼
正
午

▽
会
場
11
女
性
セ
ン
タ
ー
▽
定
員
1120

人
※
全
回
出
席
可
能
な
方
。
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
1
歳
6
カ
月
ー
未
就

学
児
の
保
育
有
り
▽
申
込
み
1110
月
26

日
ま
で
に
電
話
で
女
性
参
画
推
進
室
へ

■パ
ソ
コ
ン
講
習
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
E
メ
ー
ル
」

▽
日
時
11
①
11
月
10
日
・

11
日
②
11
月

17
日
・

18
日
午
前
9
時
S
正
午
▽
会
場

11
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
▽
定
員

1110
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
▽

費
用
1
1
7
千

500
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▽
申
込
み
1110
月
25
日
（
必
着
）

ま
で

に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
希
望
日
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

-
T
1
9
1
|
0
0
1
1
日
野
本
町
2
の
4
の

7
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

l
p
C
教
室

係

(
6
5
8
1
.
8
1
7
1
)

へ

＠ 

、¢
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花
属

市
の
花
「
き
く
」
の
コ
ン
テ
ス
ト
や
、

皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
大
菊
、

懸
崖
づ
く
り
の
菊
等
を
展
示
し
ま
す
。

▼
古
典
菊
・
大
菊
の
展
示

古
典
菊
の
「
肥
後
菊
」
、
「
嵯
峨
菊
」
、

「
江
戸
菊
」
な
ど
、
大
菊
•
福
助
・
盆

養
の
約

100
点
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
1
0
月
29
日
⑰
S
1
1
月
22
日
困

午
前
8
時
30
分
ー
午
後
5
時
※
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▽
会
場
11
市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー
ル

文
菊
友
会
菊
花
展

福
助
・
だ
る
ま
・
盆
養
、
切
り
花
な

ど
約

150
点
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
程
1
1
1
0
月
29
日
⑤
ー
11
月
7
日
困

▽
会
場
11
市
役
所
前
市
民
プ
ラ
ザ

ヱ
菊
花
コ
ン
テ
ス
ト

今
年
8
月
に
配
布
し
た
ポ
ッ
ト
マ
ム
、

ス
プ
レ
ー
菊
、
大
菊
の
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
程
1111
月
1
日
困
ー
7
日
因

▽
会
場
11
市
役
所
前
市
民
プ
ラ
ザ

▽
出
展
部
門
11
小
学
校
の
部
（
団
体
）
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
部
（
団
体
）
、
一
般
の

部
（
市
内
在
住
の
個
人
）

▽
搬
入
日
時
1110
月
30
日
因
午
前
9
時

ー
午
後
3
時

▽
搬
入
場
所
11
市
役
所
前
市
民
プ
ラ
ザ

▽
対
象
菊
11
⑮
日
野
市
環
境
緑
化
協
会

が
配
布
し
た
ポ
ッ
ト
マ
ム
、
ス
プ
レ
ー

菊
、
大
菊

▽
表
彰
式
1111
月
7
日
⑳
午
後
3
時
30

分
か
ら
市
役
所
前
市
民
プ
ラ
ザ
で

▽
賞
11
市
長
賞
ほ
か

▽
申
込
み
11
小
学
校
、
老
人
ク
ラ
ブ
は

10
月
19
日
⑥
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙

で
、
一
般
は
10
月
25
日
困
ま
で
に
⑮
日

野
市
環
境
緑
化
協
会

(
6
5
8
5
.
4
7
4

0
)

へ

※
詳
細
は
、
開
催
要
領
（
市
役
所
1
階

市
民
相
談
窓
口
、
七
生
支
所
、
⑮
日
野

市
環
境
緑
化
協
会
で
配
布
）
を
参
照

▽
問
合
せ
先
11
⑮
日
野
市
環
境
緑
化
協

会

(
6
5
8
5
.
4
7
4
0
)

織

の
び
真
属

「
日
野
の
四
季
」
「
わ
が
家
の
緑
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
写
真
展
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
写
真
展
は
、
写
真
の
優
劣
を

競
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
日
程
1111
月
20
日
因
S
1
2
月
3
日
⑤

午
前
8
時
30
分
5
午
後
5
時
※
土
曜
・

は秋の緑化1ゞl月は秋の緑化月間です。期間中はg:稔，緑に関する催しが
われますふ澪深まり行く秋空の下、市の花「きぐ」も
ろを迎えていますずお誘い合わせてお出かIか勺ごさい。

（財）日野市環境緑化協会・

人
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
緑
を
再
認
識

し
て
も
ら
う
た
め
の
写
真
展
で
す
。

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▽
会
場
11
市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー
ル

▼
出
品
写
真
を
募
集

①
テ
ー
マ
「
日
野
の
四
季
」

日
野
の
自
然
が
見
せ
る
四
季
の
姿
、

緑
の
あ
る
生
活
・
風
景
が
テ
ー
マ
で
す
。

▽
サ
イ
ズ
11
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ
切

り
（
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り
も
可
）

▽
規
定
11
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
1

人
3
点
ま
で
（
単
写
真
）
。
作
品
の
裏

面
に
題
名
、
撮
影
年
月
日
、
場
所
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

②
テ
ー
マ
「
わ
が
家
の
緑
」

わ
が
家
の
植
物
、
花
壇
、
生
け
垣
な

ど
身
近
な
緑
が
テ
ー
マ
。
ス
ナ
ッ
プ
写

真
も
歓
迎
で
す
。

▽
サ
イ
ズ
11
サ
ー
ビ
ス
判
以
上
六
ツ
切

り
ま
で

▽
説
明
書
き
11
応
募
写
真
に
お
便
り
か

説
明
を
書
い
て
く
だ
さ
い

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
応
募
方
法
1111

月
5
日
⑪
ま
で
に
、
〒

1
9
1
|
0
0
1
6

神
明
2
の
認
の

1
閲
日
野
市
環
境
緑
化

協
会

(
6
5
8
5
.
4
7
4
0
)
へ
郵
送
か

持
参
の
里
親
里
子
運
動

種
を
提
供
し
て
く
れ
る
市
民
を
里
子
、

．

種
を
も
ら
っ
て
育
て
て
く
れ
る
市
民
を

里
親
と
呼
ぶ
運
動
で
す
。
種
を
持
ち
帰

っ
て
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
、
で
き

た
種
を
ま
た
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

庸
葉
士
等
を
販
売

環
境
緑
化
協
会
で
は
、
市
内
の
公
園

等
か
ら
集
め
た
落
葉
を
基
に
、
腐
葉
土

を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
乾
燥
肥
料

も
販
売
し
て
い
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ

、
。
じ
＞

内
の
公
園
の
落
菓
で

葉
土
を
作
り
ま
せ
ん
か

秋
に
な
る
と
、
公
園
に
は
た
く
さ
ん

．の
枯
れ
葉
が
落
ち
ま
す
。
そ
の
落
葉
を

自
分
で
掃
い
て
、
腐
葉
土
を
作
り
ま
せ

ん
か
。
花
づ
く
り
や
野
菜
づ
く
り
に
役

立
ち
ま
す
。

▽
申
込
み
1
1
1
0
月
31
日
叩
ま
で
に
電
話

で
。
落
葉
掃
き
を
希
望
す
る
公
園
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
⑮
日
野
市

環
境
緑
化
協
会

(
6
5
8
5
.
4
7
4
0
)
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r
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日
野
市
環
境
月
間
行
事
の
一
っ
と
し
今
年
の
応
募
総
数
は

1
千

152
点
。
次
の

て
、
市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
緑
と
清
方
々
（
敬
称
略
）
が
入
賞
し
ま
し
た
。

流
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。
作
品
は
10
月
26
日
釦
ま
で
市
役
所
1

階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

＊
最
優
秀
賞

▽
小
学
生
の
部
…
江
面
友
梨
（
六
小
）

▽
中
学
生
の
部
：
古
賀
龍
（
大
坂
上
中
）

＊
入
選

▽
小
学
生
の
部
・
・
・
原
田
佳
和
・
有
本
裕

亮
（
七
小
）
、
手
塚
真
衣
（
三
小
）
、
内

田
光
裕
（
四
小
）
、
津
吹
み
の
り
•
松

本
賀
治
（
三
沢
台
小
）
、
市
川
翔
・
ク

レ
イ
ド
ン
サ
ム
（
平
山
台
小
）
、
志
村

千
尋
（
六
小
）
、
飯
田
晴
奈
・
諸
星
和

己
（
平
山
小
）
、
高
橋
光
佑
・
村
田
彩

香
・
鈴
木
佑
輔
（
東
光
寺
小
）

▽
中
学
生
の
部
…
栗
岩
祐
美
・
中
村
茉

美
・
西
川
梓
・
梅
沢
佳
史
•
松
本
那

月
・
金
子
祐
輔
（
平
山
中
）
、
植
村
美

沙
代
・
林
迪
生
•
石
堂
絵
梨
香
（
七
生

中
）
、
須
田
道
子
・
志
村
万
里
絵
（
ニ

中
）
、
自
見
恵
•
朝
比
奈
朋
子
（
四
中
）
、

君
島
小
姫
(
-
中
）

▽
問
合
せ
先
11
緑
と
清
流
課

▲小学生部門

六小 6年

最優秀作品

江面友梨

▲中学生部門 最優秀作品

大坂上中 1年古賀龍

詞
の
監
曳
と
見

oo

そ

う

が

ず

f

f

9
 

ご

『調
布
玉
川
惣
画
図
』
の

日
野
宿
と
渡
し
場
の
風
景

江
戸
時
代
に
多
摩
川
の
流
域
に
沿
っ

て
、
日
野
宿
と
渡
し
場
の
風
景
が
、
最

も
色
鮮
や
か
に
生
き
生
き
と
描
か
れ
て

い
る
絵
図
は
、
何
と
い
っ
て
も
弘
化
二

年

(
1
8
4
5
)
作
の
「
調
布
玉
川
惣

画
図
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
関
戸
村
（
多

と

も

ぬ

し

摩
市
）
の
名
主
相
沢
伴
主
が
描
い
た
下

絵
を
「
江
戸
名
所
図
会
」
の
絵
師
と
し

せ

っ
た

ん

て
知
ら
れ
る
長
谷
川
雪
旦
の
子
、
雪
堤

が
完
成
さ
せ
た
木
版
刷
り
で
あ
る
。
も

っ
と
も
こ
の
絵
図
は
多
摩
川
の
風
景
を

源
流
か
ら
河
口
ま
で
描
い
た
絵
巻
物
の

ご

り

ゅ

う

一
部
で
あ
る
が
、
伴
主
の
父
五
流
が
親

交
の
あ
っ
た
大
田
南
畝
に
贈
っ
た
「
玉

川
勝
蹟
図
」
が
そ
の
原
形
で
は
な
い
か

と
い
う
説
も
あ
る
か
ら
、
地
域
の
文
化

人
で
あ
っ
た
相
沢
父
子
が
日
野
宿
を
ス

ケ
ッ
チ
す
る
た
め
に
訪
れ
て
い
た
と
み

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

相
沢
五
流

(
1
7
4
6
S
1
8
2
2
)

一
]
 

一

は
、
若
い
こ
ろ
に
江
戸
や
京
都
を
往
来

し
、
狩
野
派
の
画
風
を
学
ん
で
絵
画
や

茶
道
な
ど
に
才
能
を
発
揮
し
て
お
り
、

伴
主

(
1
7
6
8ー

1
8
4
9
)
も
そ

の
教
え
を
受
け
、
父
同
様
に
絵
画
や
生

い
ん
ち
＊
う
り
ゅ
う

花
（
允
中
流
を
創
始
）
な
ど
幅
広
く
地

域
文
化
の
発
展
に
活
躍
し
て
い
る
。

日
野
宿
は
、
天
保
14
年

(
1
8
4
3
)

の
「
甲
州
道
中
宿
村
大
概
帳
」
に
よ
る

と
、
宿
並
は
東
西
九
町

(981
訂
）
、
家

数

423
軒
、
人
口
1
千
556
人
、
本
陣
・
脇

本
陣
・
問
屋
場
の
ほ
か
旅
籠
屋
が
20
軒。
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面

宿
内
に
は
べ
坂
神
社
の
他
、
宝
泉
寺
・

普
門
寺
・
大
昌
寺
な
ど
が
あ
る
。
日
野

宿
に
は
甲
州
道
中
を
柴
崎
村
（
立
川
市
）

か
ら
渡
し
場
で
渡
船
す
る
が
、
こ
こ
に

は
馬
船
二
艘
、
小
船
一
艘
を
備
え
て
あ

っ
た
。
宿
内
の
旅
籠
屋
に
は
、
玉
屋
・

ふ
る
や
・
増
田
屋
・
柏
屋
・
浅
田
屋
・

日
野
久
な
ど
が
並
ん
で
い
た
。

伴
主
と
雪
堤
に
よ
る
日
野
宿
の
風
景

は
、
こ
う
し
た
家
並
を
必
ず
し
も
正
確

に
写
生
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
多
摩
川

の
左
岸
か
ら
鳥
観
的
に
日
野
宿
を
奥
多

摩
な
ど
の
山
並
み
を
背
景
に
描
い
て
お

り
、
む
し
ろ
、
地
誌
を
絵
図
に
仕
立
て

よ
う
と
し
た
も
の
で
、
眺
め
て
楽
し
む

た
め
に
作
成
さ
れ
た
、
貴
重
な
歴
史
資

料
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
今
尾
恵

介
解
説
「
多
摩
川
絵
図
]
け
や
き
出
版

参
照
）
（
法
政
大
学
名
誉
教
授
・
村
上
直
）

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
「
調
布
玉
川
惣
画
図
」
は
、

11
月
25
日

⑮
ま
で
ふ
る
さ
と
博
物
館
で
開
催
さ
れ

て
い
る
企
画
展
甲
州
夢
街
道
2
0
0
1

「
甲
州
道
中
日
野
宿
j

に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す

~
2
き
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